
ＥＮＥＯＳ会社概要

社 名 ＥＮＥＯＳ株式会社（英文名称 ＥＮＥＯＳ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）

設 立 １８８８年（明治２１年）５月１０日

代表者 代表取締役社長 齊藤 猛

〒１００-８１６２
東京都千代田区大手町一丁目１番２号

資 本 金 ３００億円（ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社の１００％出資）

単体 9,103人（２０２２年４月１日現在）従業員数

事業内容 •石油製品（ガソリン・灯油・潤滑油等）の精製および販売
•ガスの輸入および販売
•石油化学製品等の製造および販売
•電気・水素の供給

ＥＮＥＯＳは、２００１年７月に誕生し、今日まで広く社会に浸透し、愛されてきたブランドです。

「ENERGY/エネルギー」と「NEOS/ネオス(ギリシャ語で新しい)」という二つの言葉を組み合わせた造語で、

さまざまなエネルギーのメニューを取りそろえ、 お客様一人一人に満足をお届けしたいという想いを込め

ています。マークは、「エネルギー」を象徴的なフォルムでデザインしました。中心の球体は「信頼性」と

「永続性」を、外に広がるスパイラルは「創造性」と「革新性」を表現しています。

「ENEOS」コーポレートブランドマークに込めた想い

本 社
所在地

コーポレートブランドマーク

E N EOS 株式会社 会社案内



環境リサイクル

風力発電

高機能・先端素材
低燃費タイヤ素材SSBR

（溶液重合スチレン・ブタジエンゴム）

CO2フリー水素
輸送・発電

ENEOSの森

水素ステーション

メガソーラー発電

モビリティサービス

ENEOSでんき

私たちは、新たな価値創造に果敢に挑み、

環境問題や社会課題を解決していきます。

そして、変わりゆく社会の中で、

変わらず人々の生活や暮らしを支え続けます。

地球の力を、未来へ進む力に。
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当社グループを取り巻く事業環境は、世界的な低炭素社会への加速、AIやIoTなどイノベーションの急速な進化、
ESGやSDGsに代表される企業の社会的責任に対する気運の高まりなど、過去に例を見ない変化に直面しています。
加えて、国内の燃料油需要は減少が続いており、現状の延長線上だけで生き残ることは困難です。
このような危機感のもと、当社グループは、２０１９年５月に「２０４０年 ＥＮＥＯＳグループ長期ビジョン」を発表しました。
これは、現在のグローバルトレンドから２０４０年における社会シナリオを描き、
その社会において当社グループがどうありたいか、そのために今何をすべきかという、私たちの道標になるものです。
当社は、この「長期ビジョン」の実現を通して、持続可能な未来を社会と共に築いていきます。

長期ビジョンと事業の将来像

2040年に向けて
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アジアを代表する
エネルギー・素材企業

1

事業構造の変革による
価値創造

2

低炭素・循環型社会
への貢献

3

2040年 ENEOSグループ長期ビジョン
-ありたい姿 -

   将 来の事業ポートフォリオ  イメ
ージ

 長期グローバルトレン ド

デジタル革命の進展
インターネット社会・ブロックチェーン技術の進展
各産業の劇的な生産性向上（AI、IoT、ロボット等）

電化社会の進行（EVシフト・自動運転等）

エネルギーを
みんなに

そしてクリーンに

産業と
技術革新の
基盤をつくろう

住み続けられる
まちづくりを

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な対策を

事業活動を通じて貢献したいSDGｓ重点５項目

すべての人に
健康と福祉を

質の高い教育を
みんなに

ジェンダー平等を
実現しよう

企業活動を通じて貢献したいSDGs重点５項目

働きがいも
経済成長も

人や国の不平等を
なくそう

低炭素・循環型社会
への貢献石油化学

ケミカルリファイナリー

石油の高付加価値化

次世代型エネルギー供給
再生可能エネルギー
CO2フリー水素

環境対応型事業

技術力の
発展的強化

素材（電材等）

銅資源・製錬

石油・ガス開発

石油精製販売

成長事業

基盤事業

プラットフォーマー
への転換

地域サービス



ＪＲＥについて
ＥＮＥＯＳは２０２２年１月にＪＲＥの株式
を取得し、ＪＲＥは当社のグループ会社となり
ました。同社は、高い電源開発能力を有する国
内有数の再生可能エネルギー事業者であり、
ＥＮＥＯＳがこれまでにエネルギー事業で
培ってきた知見を結集することで、さらに事業
を発展・加速させていきます。

脱炭素社会への貢献
太陽光、風力などの電源開発を通して、持続可能で活力のある社会を実現

再生可能エネルギー
当社は、石油・石炭などの“一次エネルギー”を、ガ
ソリン・電気などの“最終エネルギー”に変換し、社
会に安定供給することを担う企業として成長して
きました。現在、エネルギー業界は“脱炭素”に向
けた大きな転換期を迎えています。
こうした時代の動きに応じ、当社は太陽光、風力、
バイオマスなどの再生可能エネルギー事業の拡大
に取り組んでおり、新たにグループに加わったジャ
パンリニューアブルエナジー（JRE）と合わせ、国内
では再生可能エネルギーによる８２カ所の発電所
を運営しています。脱炭素社会の実現に貢献すべ
く、今後も電源開発を積極的に推進し、日本を代表
する再生可能エネルギー事業者を目指します。

鶴岡八森山風力

うるまメガソーラー発電所 東京大井水素ステーション

CO2フリー水素
サプライチェーンの構築
脱炭素に向けた本格的な水素の大量消費社会
を見据えて、国内外でCO2フリー水素サプライ
チェーン構築に取り組んでいます。海外において
は、豪州や中東、アジアにおける広範囲なアライ
アンスを活かし、安価な水素の大量供給実現に
向けた検証を行っています。海外から水素の大規
模輸送を可能にする水素キャリアであるＭＣＨ
（メチルシクロヘキサン）は石油に性状が似てい
ることから、輸送・貯蔵において当社の既存設備
を活用することができるため、コスト的にも優位
性があります。さらに、２０１９年には再生可能
エネルギー由来のＭＣＨを低コストで製造する
技術検証に成
功しており、製
造量などのス
ケールアップ検
証に取り組んで
います。

水素社会の実現
石油精製事業で培ったノウハウを武器に、水素エネルギーの社会実装をけん引

水素供給
石油精製販売事業で培ってきたノウハウを活用し、水
素の製造から販売までの一貫体制を敷いています。
４大都市圏を中心に４７カ所の水素ステーション
（２０２２年６月末時点）を整備しており、乗用車タ
イプの燃料電池自動車だけでなく公共交通機関の燃
料電池バスなどにも水素を供給しています。さらに、
再生可能エネルギー等で製造するＣＯ２フリー水素
供給も手掛けています。２０２１年には横浜旭水素
ステーションにおいて、国内で初めてＣＯ２フリー水
素の製造・商用販売を開始しました。

ＥＮＥＯＳの水素ステーションマップ

ＥＮＥＯＳが豪州での建設を検討している
発電・電解槽施設のイメージ図

FOCUS FOCUS

関西圏（３カ所）
大阪府…２カ所
京都府…１カ所

中京圏（８カ所）
愛知県…８カ所

北部九州圏（５カ所）
福岡県…５カ所

首都圏（３１カ所）
東 京 都
神奈川県
千 葉 県
埼 玉 県
茨 城 県

…８カ所（内、移動式１カ所）
…１３カ所（内、移動式７カ所）
…３カ所
…６カ所（内、移動式３カ所）
…１カ所（移動式）

ENEOSとJREの発電所一覧
（２０２２年３月末現在 持分ベース）

● バイオマス
● メガソーラー
● 風力
　合  計

２拠点
７２拠点
８拠点
８２拠点

9.1万kW
４１.５万kW
８.６万kW

５９．２万kW
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ＥV関連サービス
今後のＥＶ普及を見据え、サービスステーション
や他社との協業によるＥＶ急速充電・普通充電
ネットワークの拡大を目指しています。ＥＶ急速
充電器については、２０２５年時点で、１，００
０基以上、２０３０年までに最大１万基の設置
を目標としています。さらに、経路充電（移動経路
における充電）事業に加え、「ＥＮＥＯＳでんき」
と連携した基礎充電（ご自宅での充電）向けの
サービス、ＥＶのリースやシェア・メンテナンスな
どの関連サービスの展開に取り組んでいきます。

環境負荷低減

地域サービスの拡充

循環型社会に向けて

EV用蓄電池の
有効活用

リサイクル

リユース

リース

素 材

定置用蓄電池
EV用蓄電池

エネルギーの地産地消

素材レベルの分離・回収

低燃費タイヤ素材の開発
モビリティ分野において、環境負荷を低減する素材
を提供しています。エラストマー素材「ＳＳＢＲ（溶
液重合スチレン・ブタジエンゴム）」は、環境に優し
く、かつ確実に安全に止まる性能を維持する低燃費
タイヤの素材です。

ＥV用畜電池の有効活用
当社は、ＢＹＤジャパンとの協業によりＥＶバス蓄
電池の「リース・リユース・リサイクル」循環モデル
の構築に取り組んでいます。これは、ＥＶバスに搭
載される蓄電池をバス運行会社にリースし、ＥＶ
バス用として寿命を迎えた蓄電池を再生可能エネ
ルギーの電力をためる蓄電池としてリユースし、使
用後は、素材レベルまで分離・回収して新規材料へ
リサイクルするというものです。

低燃費タイヤ素材SSBR ＥＶ用蓄電池有効活用の循環モデル

地域サービスの拡充

ＥＮＥＯＳＬａｕｎｄｒｙ

モビリティサービス・
ライフサポートサービス
当社は、全国にあるサービスステーションのネット
ワークを生かし、モビリティサービスとライフサポー
トサービスの創出に力を入れています。モビリティ
分野においては、カーシェアやカーリースなど、車を
所有しない生活スタイルにも対応できる利便性の
高いサービスを提供しています。ライフサポート分
野においては、地域密着・最寄り性というサービス
ステーションの特徴を活かして、コンビニやコイン
ランドリーを併設するなど利便性の高い店舗づくり
を進めています。
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当社は潤滑油を世界の産業を支える「技術立脚商品」と位置付け
ています。当社独自の技術を組み込んだ自動車用、工業用、船舶
用など幅広い用途の潤滑油を製造・販売してお
り、EV用潤滑油など次世代に向けた開発も進
めています。海外ではアジアや欧米、中東など
において約３０カ所の販売拠点および７０カ
所以上の製造拠点（委託製造先含む）を有して
おり、さらなる海外事業の拡大を目指します。

廃プラ
リサイクル

使用・廃棄

分離（油化）

収集

石油化学製品

石油精製

DX（デジタルトランス
フォーメーション）の取り組み
当社は、多様なデータとＡＩなどの先
進デジタル技術を組み合わせることに
より、製油所の自動運転化や画期的な
新製品・新サービスの創出に取り組ん
でいます。また、２０２０年７月には、
ＤＸの推進を目的とする専門組織「Ｃ
ＤＯオフィス」を立ち上げ、デジタル化
の動きをさらに加速させています。

エネルギー安定供給
多様化するエネルギーのニーズに対し、一貫したバリューチェーンで安定供給を実現

石油精製販売
原油の調達から、製油所での精製、１２，０００カ所超の系列
サービスステーション（ＳＳ）での販売に至るまで、当社は、暮らし
に不可欠な石油製品の安定供給をサプライチェーン全体で支え
ています。また、ＳＳでは、
多様化するお客様のニー
ズにお応えするため、コン
ビニエンスストアやカフェ
の併設など、さまざまな
施策を展開しています。

電気・ガス販売
２０１６年４月から「ＥＮＥＯＳでんき」のブランドで家庭用電気販
売を開始し、２０２０年６月には全国（※）でご利用いただけるように
なりました。２０２２年３月末時点で、約１０１万世帯のご契約をい
ただいています。また都市ガスでは、２０１８年２月から東京ガス株
式会社の供給エリアのうち「東京地区など」において、「ＥＮＥＯＳ都
市ガス」のブランドで家庭向けの都市ガス販売を開始し、２０２２
年３月末時点で、約１２万世帯のご契約をいただいています。

電力・都市ガス小売り事業ブランドロゴ

セルフSSブランド「EneJet」

廃プラリサイクルの
事業創出
環境対応型事業の一つとして、廃プラ
スチックを石油・石油化学製品の原料
として再生利用するケミカルリサイク
ルの技術検討を推進しています。これ
は製油所を活用し、廃棄されたプラス
チックを油化し、石油・石化製品の原
料として使用可能にするもので、鹿島
コンビナートにおいては、三菱ケミカ
ル株式会社と共同で技術検討を行っ
ています。

石油の高付加価値化
高付加価値製品を世界の拠点からグローバルに展開

新SSオイル
「ＥＮＥＯＳ Ｘ ＰＲＩＭＥ」

廃プラリサイクルのイメージ

石油化学
プラスチックやポリエステルの衣類、自動車タイヤ、塗料など、石
油化学製品は生活のあらゆる場面で利用されており、暮らしにな
くてはならない存在です。当社は、今後も需要が拡大するポリエス
テルの主原料であるパラキシレン、プラスチックなどの原料として
用いられるプロピレンにおいて、それぞれアジア最大級の供給能
力（※）を誇っています。その他にも、今
後需要の増加が見込まれる誘導品展
開にも力を入れています。また直近
では、製油所での石油化学品増産に
向けたケミカルリファイナリー化の取
り組みも行っています。  

潤滑油

パラキシレンを原料とするポリエス
テル繊維の洋服

FOCUS FOCUS

 ※外販量ベース

 ※沖縄、離島は除く

基盤事業の効率化
●製油所の効率運転
●供給、物流の効率化
●ＳＳの効率運営

画期的な新製品・新サービスの創出
●マッチングによるビジネスモデル構築
●デジタルマーケティング
●新素材・触媒開発のスピードアップ、効率化
●エネルギープラットフォーム事業への参画

川崎製油所
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ＥＮＥＯＳグループの新領域への挑戦
長期ビジョンを実現し、2040年においても存在感を発揮する企業であるために、当社は積極的にオープンイノベーションに取り組んでいます。

2019年にENEOSホールディングス100%出資のコーポレートベンチャーキャピタルである「ENEOSイノベーションパートナーズ」を設立し、革新

的な技術や事業アイデアを持つ国内外のスタートアップへの出資および協業を推進しています。

社会的課題の解決を見据えて
ＥＮＥＯＳでは、社会的課題の解決を見据え、本社、各製油所・製造所をはじめとする各事業拠点およびグループ会社で、

年間を通じて社会貢献活動重点分野の取り組みを展開しています。

社外と連携する一方、当社グループは、挑戦を是とし失敗を許容する企業風土の醸成も進
めています。その一つが、従業員個人のアイデアを事業化する社内ベンチャープログラム
「Challenge X」です。従業員の誰もが自由なテーマで応募でき、高い評価を得られれば、その
アイデアの起案者が社内ベンチャーを立ち上げることが可能です。多種多様な人材の自由な発
想を生かすことで新たな価値の創造を加速していきます。

注力領域３テーマを定めてスタートアップ企業との協業を推進

事業創造活動 グリーンベルトの生物多様性保全
知多事業所内のビオトープや根
岸製油所内に設けた緑地帯（グ
リーンベルト）は、近隣の緑地とつ
ながる生態系ネットワークを形成
し、多様な「いきもの」が確認され
ています。所内での生物多様性保
全の取り組みは高く評価され、「一
般社団法人 いきもの共生事業推
進協議会」の「いきもの共生事業
所」として認証されています。

環境保全
ENEOSの森

地方自治体や公益社団法人国土
緑化推進機構と協働し、全国7カ
所の「ＥＮＥＯＳの森」にて森林
保全活動を実施しています。各地
域で森林保全専門に活躍する
NPOの方々をお呼びし、当社グ
ループ従業員やその家族が、植
樹、間伐、下草刈り等の森林保全
に取り組むほか、自然観察や鳥の
巣箱かけなど、自然に親しむ活動
を行っています。

バスケットボール大会協賛
当社は1996年から「ウインターカッ
プ全国高等学校バスケットボール選
手権大会※1」、2016年から「Jr.ウイン
ターカップ 全国U15バスケットボー
ル選手権大会※2」ならびに「全国ミニ
バスケットボール大会」に協賛してい
ます。各大会では、ＥＮＥＯＳブース
の出展で大会を盛り上げています。
ENEOSは、これらの大会協賛を通じ
て日本代表などで活躍する選手な
ど、次世代の育成を推進しています。

次世代育成・支援
童話の花束

「心のふれあい」をテーマとした創作
童話を募集し、優秀作品を表彰する
「ＥＮＥＯＳ童話賞」を１９７０年
から毎年開催しています。優秀作品
を収録した「童話の花束」をチャリ
ティー販売した売上金は、「ＥＮＥ
ＯＳ奨学助成制度」を通じ全額寄
付しています。２０２０年までに累
計７，２３５名の子どもたちへ約
７億１千万円の支援を行いました。

障がい者スポーツ支援 児童文化賞・音楽賞
車いすバスケットボールや障がい者
野球の振興を目的に、２００６年か
ら「日本車いすバスケットボール連
盟」へ、２００７年から「日本身体障
害者野球連盟」、２０１９年から「非
営利活動法人日本デフバスケット
ボール協会」へ協賛しています。大会
には、多くの従業員やその家族が応
援・観戦に訪れるほか、ボランティア
としても大会運営に協力しています。

日本の児童文化・音楽文化の発
展・向上に尽くしてこられ、将来大
きな活躍が期待される方々をたた
え励ます児童文化賞(創設：１９６
６年)、音楽賞(創設：１９７１年)
を毎年開催しています。童画家、教
育者、子供新聞の編集者、ミュージ
カル主宰者など、多様な分野から
受賞者が選ばれています。

スポーツ・文化の振興

バスケットボールクリニック ENEOS野球教室
ＥＮＥＯＳ野球部の選手および
OBによる、「野球教室」を各地で
開催しています。地域の小・中学
生を対象に野球の魅力を伝えると
ともに、技術指導を行っています。

小学生以上を対象としたバスケッ
トボールクリニックを１９９５年
から全国各地で年間７０回程度
開催しています。ＥＮＥＯＳサン
フラワーズの現役選手やスタッ
フ、OGがコーチとしてバスケット
ボールの魅力を伝えるとともに、
技術指導を行っています。

スポーツ・文化の振興  /次世代育成・支援

Open Innovation オープンイノベーション Corporate Citizenship 社会貢献

過去の最優秀賞受賞テーマ

2019年度 ： 外国人向けドライブ観光Iza-jp(イザジェイピー)
2020年度 ： 熱中症対策向けドライアイス作業着および製造機リース事業のご提案

つぶつぶ食品調味料の製造販売事業のご提案
2021年度 ： 国産木材サプライチェーンの再構築「ＥＮＥＯＳ森林エコシステム」

カーボンニュートラルガソリンの販売～運輸部門のネットゼロを目指して～

出資先（2022年3月時点）出資先（2022年3月時点）

社内ベンチャープログラム

その他のオープンイノベーションその他のオープンイノベーション

2019年  6月 NEX Partners 3号ファンド

2021年10月 Westly Capital Partners Fund IV, L.P. 

2021年11月 Emerald Industrial Innovation Fund L.P.

ベンチャーキャピタルファンドへの出資大学との連携

東京工業大学
高機能材料開発の共同研究講座

横浜国立大学
微粒子の製造・分離に関する技術開発

早稲田大学「ENEOSラボ」
CO2削減に向けた革新技術の研究

ENEOSイノベーションパートナーズのHPはこちら⇒

※1：全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会を含む

※2：都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会を含む



ENEOSグループ理念 ENEOS事業所マップ
使命

地球の力を、社会の力に、そして人々の暮らしの力に。エネルギー・資源・素材における

創造と革新を通じて、社会の発展と活力ある未来づくりに貢献します。

大切にしたい価値観

人々の暮らしを支える存在として

高い倫理観
誠実・公正であり続けることを

価値観の中核とし、
高い倫理観を持って
企業活動を行います。

安全・環境・健康
安全・環境・健康に対する

取り組みは、生命あるものにとって
最も大切であり、

常に最優先で考えます。

お客様本位
お客様や社会からの期待・
変化する時代の要請に
真摯に向き合い、

商品・サービスの安定的な
供給に努めるとともに、
私たちだからできる

新たな価値を創出します。

向上心
現状に満足せず、一人ひとりの
研鑽・自己実現を通じて、

会社と個人が
ともに成長し続けます。

挑戦
変化を恐れず、新たな価値を
生み出すことに挑戦し続け、
今日の、そして未来の課題解決

に取り組みます。

社会の一員として 活力ある未来の実現に向けて

原油・天然ガス 権益生産量９万バーレル/日
原油換算（２０２１年度実績）

JX石油開発〈石油· 天然ガス開発〉

資源開発 銅鉱山権益量

JX金属〈金属〉

１９万ｔ/年
銅精鉱中の銅量（２０２１年度実績）

銅製錬 国内地金生産能力４５万ｔ/年
機能材料・薄膜材料 世界シェア１位の製品群

上場関連会社

東邦チタニウム、日本石油輸送、丸運等

ENEOSグループについて
～アジアを代表するエネルギー・素材企業グループへ～

ＥＮＥＯＳ〈エネルギー〉

ダントツのマーケットリーダーへの飛躍

50％国内燃料油※1 販売シェア
２０２１年度実績  国内１位

グローバル市場でのプレゼンス確立

〈外販量アジア１位〉

※1 国内燃料油＝ガソリン、灯油、軽油、A重油の合計

３23万ｔ/年パラキシレン

〈外販量アジア１位〉プロピレン１６４万ｔ/年

ＥＮＥＯＳホールディングス

鹿島製油所（鹿島石油株式会社）

横浜製造所

大分製油所

麻里布製油所

水島製油所

和歌山製油所

堺製油所

川崎製油所

千葉製油所（大阪国際石油精製株式会社）

仙台製油所

根岸製油所

本社

① JX Nippon Finance Netherlands B.V.
ENEOS Netherlands B.V.
〈オランダ／アムステルダム〉
② ENEOS Europe Limited
〈イギリス／ロンドン〉
③ JX Nippon Oil & 
Energy （RUS）, LLC
〈ロシア／モスクワ〉
④ ENEOS Materials Europe
〈ドイツ／ドュッセルドルフ〉
⑤ ANCI SAS 〈フランス／プロバンス〉
⑥ ENEOS MOL Synthetic Rubber
〈ハンガリー／ブダペスト〉
⑦ ENEOS Middle East & Africa FZE
〈UAE／ドバイ〉
⑧ アブダビ事務所 〈UAE／アブダビ〉
⑨ 天津日石潤滑油脂有限公司 〈中国／天津〉
⑩ ENEOS Materials天津技術センター
〈中国／天津〉
⑪ 引能仕（北京）企业管理有限公司
〈中国／北京〉
⑫ 山西日本能源潤滑油有限公司
〈中国／陽泉・太原〉

⑬ 引能仕（上海）貿易有限公司
〈中国／上海・北京・広州〉
⑭ ENEOS Materials Trading 上海
〈中国／上海〉
⑮ 引能仕（広州）潤滑油有限公司
〈中国／広州〉
⑯ Elastomix 佛山 〈中国／佛山〉
⑰ JX Nippon TWO Lubricants
INDIA Pvt. Ltd. 
〈インド／グルガオン他〉
⑱ ENEOS Materials India 〈インド／グルガオン〉
⑲ ENEOS（Thailand）Ltd. 〈タイ／バンコク〉
⑳ BST ENEOS Elastomer 〈タイ／バンコク〉
㉑ Elastomix Thailand 〈タイ／ラヨーン〉
㉒ PETRONAS Chemicals Aromatics Sdn Bhd
〈マレーシア／ケルテ〉
㉓ クアラルンプール事務所
〈マレーシア／クアラルンプール〉
㉔ ENEOS Oil & Energy Asia Pte. Ltd.
ENEOS ItalSing Pte. Ltd.
〈シンガポール〉
㉕ シンガポール事務所 〈シンガポール〉

㉖ Petro National Pty Ltd.
South West Fuel Centre Pty Ltd.
Oilsplus Holdings Australia Proprietary Ltd.
ENEOS Australia Pty Ltd.
〈オーストラリア／シドニー〉
㉗ ENEOS Korea Corporation 〈韓国／ソウル〉
㉘ ENEOS Materials Korea 〈韓国／ソウル〉
㉙ Yubase Manufacturing Asia Co., Ltd.
〈韓国／ウルサン〉
㉚ 美昌石油工業株式会社 〈韓国／釜山〉
㉛ 台湾引能仕先進材料股份有限公司 〈台湾／台北〉
32 台湾引能仕股份有限公司 〈台湾／高雄〉
33 ENEOS Philippines Corporation
〈フィリピン／マニラ〉
34 ENEOS Vietnam Consulting and Holdings 
Co., Ltd. 〈ベトナム／ハノイ〉

35 ENEOS Vietnam Co., Ltd.
〈ベトナム／ハノイ・ハイフォン・ホーチミン〉
36 PT. JX Nippon Oil & 
Energy Lubricants Indonesia
〈インドネシア／ブカシ〉
37 Elastomix Indonesia 〈インドネシア／カラワン〉
38 PT. Nippon Oil Indonesia
〈インドネシア／ジャカルタ〉

39 JX Nippon Oil & Energy USA Inc. Los Angeles 
Branch Office 〈USA／ロサンゼルス〉

40 Nippon Chemical Texas Inc.
Sunrise Chemical LLC
〈USA／パサデナ〉
41 ENEOS USA Inc. 〈USA／シカゴ〉
42 ENEOS Materials America
〈アメリカ／ミルフォード〉
43 ENEOS Americas Inc.
New York Office 〈USA／ニューヨーク〉

44 JX Nippon Oil & Energy USA Inc.
Lubricants Alabama Plant
〈USA／チルダーズバーグ〉
45 ANCI, Inc.  〈USA／ロアノーク他〉
46 ENEOS Americas Inc. Houston Office
〈USA／ヒューストン〉
47 ENEOS Mexico, S.A. de C.V.
〈メキシコ／メキシコシティ〉
48 ENEOS do Brasil Comércio de Lubrificantes 
Ltda. 〈ブラジル／サンパウロ〉

49 Elastomix Mexico 〈メキシコ／グアナフアト〉

㉖

㉕ ㉔
㉓

㉒⑲⑰

⑮ ⑬

⑫

⑯

⑪

⑭

⑨
⑩

⑧

㉑

⑦ ⑳

⑤
⑱

③

⑥
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㉘
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37

中央技術研究所

49

■…製造拠点
●…販売拠点・事務所など
    　（合弁・出資会社含む）

▲…本社　◆…研究所　●…製油所・製造所

Company Profile 会社概要

こん にち

海 外

国 内
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